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1．健康安全センター
　健康安全センターの稼働 6 年目を迎え、学生・教職員の健康の維持増進、安全な学習・就業環境
の充実を図ってきた。
⑴　学生の健康管理
1 ）学生健康診断
　　H26. 4 . 4 〜 5 ：在学生定期健康診断　1,304名
　　H26. 4 . 6 ：新入生健康診断　560名
　　H26. 4 .14〜17：学生定期健康診断　尿再検査　118名
　　H26. 4 . 7 〜：胸部レントゲン検査　要精密検査該当学生保健指導（ 3 名）
　　　　　　　医師診察・尿検査　要精密検査該当学生保健指導（11名）
2 ）学校感染症抗体検査
　　H26. 4 . 4 、 5 、 6 ：656名
　　結果返却・事後指導
3 ）保健師対応
　　H26. 4 . 1 〜H27. 3 .31　学生利用　実人数300名／延べ人数610名
　　　急病・外傷などの応急手当、感染症発生対応、心身の健康相談など
　　　医療機関移送　 9 件（健康安全センター・学生課）
　　　※保護者相談対応　実人数11名／延べ人数15名
　　　※来学者（入試・キャンパス見学会など）対応　実人数 7 名／述べ人数 7 名
4 ）カウンセラー対応
　　H26. 4 . 1 〜H27. 3 .31　学生利用　実人数14名／延べ人数47名
⑵　学生への健康教育
　　H26.11.11　総合経営学科　ゼミナールⅠ　「タバコ　〜それでも吸いますか」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「外傷の応急手当について」
　　H26.12.19　健康栄養学科 3 年生 「外傷の応急手当について」
　　　　　　　　　　　　　   「他職種との連携について」
　　※心肺蘇生講習については別記。
⑶　教職員の健康管理
1 ）健康診断
　　H26. 5 .28　教職員　定期健康診断（松本大学）59名
　　　個別受診対応　 1 名
　　H26. 6 .11　教職員　胃検診（松本大学）　21名
　　H26. 4 月〜教職員人間ドック　73名
　　H26. 6 月〜H26. 7 月　教職員定期健康診断・胃検診　保健指導　59名
2 ）学校感染症抗体検査
　　H26. 4 . 4 、 5 、 6 ： 8 名
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3 ）保健師対応
　　H26. 4 . 1 〜H27. 3 .31　実人数　48名／延べ人数　72名
　　　急病・外傷などの応急手当、心身の健康相談、学生対応に関する相談など
4 ）カウンセラー対応
　　H26. 4 . 1 〜H27. 3 .31　実人数 3 名／延べ人数10名
　　　（内容：学生対応相談　その他）
⑷　救護対応
　　キャンパス見学会（ 6 /15、 7 /13、 8 / 3 、 8 /23、 9 /20、 3 /22）
　　H26. 9 .12　長野県私立短期大学体育大会
　　H26. 9 .19　総合経営学部・短期大学部　A/O 入試
　　H26.10.17〜10.19　梓乃森祭
　　H26.11. 1 　全学部　A/O 入試
　　H26.11. 8 　総合経営学部・短期大学部　推薦前期入試
　　H26.12.14　総合経営学部・短期大学部　推薦・編入他入試
　　H27. 1 .31　共通 A 入試
　　H27. 2 . 1 　共通 A 入試
　　H27. 3 .14　短期大学部ウェルカムフェア
　　H27. 3 .28　総合経営学部・人間健康学部　入学前集合セミナー
⑸　安全な学習・就業環境の整備
1 ）AED（自動体外式徐細動器）の整備
　　①日常点検の徹底
　　②消耗品等適宜整備
2 ）救急箱の整備・貸し出し
　　H26. 4 . 1 〜H27. 3 .31　貸し出し実績　12件
⑹　感染症対応
1 ）インフルエンザ
　　 a ）松本大学インフルエンザ危機対策本部の設置
　　 b ）学内感染者の把握・情報収集
　　H26. 4 .14〜H27. 2 .10　インフルエンザ感染
　  学生　 59件
　  教職員 4 件
　　 c ）感染拡大防止対策
　　　①発症者からの連絡に基づき、濃厚接触者への注意喚起
　　　②インフルエンザ予防接種の実施
　　　　H26.11.22　教職員19名　学生72名（強化部・重点部）
　　 d ）広報活動
　　　　感染拡大時に教職員一斉メールにて状況を周知、注意喚起
⑺　ノロウィルス食中毒対応
　H27. 3 .16　男子サッカー部遠征先（宮城県仙台市）でノロウィルス感染を確認。
　仙台市青葉保健所へ通報するとともに、以下の措置をとった。
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　　①発症者の登校自粛を健康安全センター長より要請
　　②男子サッカー部員症状が出ていない者に対して登校自粛を健康安全センター長より要請
　　③男子サッカー部の活動停止を健康安全センター長より要請
　　④教職員一斉メールにて状況を周知、注意喚起
　　⑤保健師が健康調査を実施
　　⑥男子サッカー部員に対し二次感染予防を含む衛生指導を実施
⑻　心肺蘇生法啓蒙活動
　　学生対象　心肺蘇生法講習会
　　　H26. 9 .30　総合経営学部　 1 年生全員
　　　H26.12.18　健康栄養学科　 3 年生全員
⑼　学会・研修
　　H26. 8 .28〜29　第52回　全国大学保健管理協会 関東甲信越地方部会研究集会（東京学芸大学）
　　H26. 9 . 3 〜 4 　第52回　全国大学保健管理研究集会　（慶應義塾大学）
　　H26.12.12　メンタルヘルス対策セミナー（長野労働局労働基準部健康安全課）
⑽　全国大学保健管理協会
　　H25. 4 . 1 〜　 全国大学保健管理協会関東甲信越地方部会　保健看護分科会　運営委員に保健
師が就任
　　H26. 8 .28　運営委員会（小金井市民交流センター）
　　H26. 9 .25　運営委員会（東京女子大学）
　　H27. 1 .22　運営委員会（東京女子大学）
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2．人権委員会：ハラスメント防止部会・個人情報保護部会
　平成26年度大学委員会構成の改編により、人権委員会は大学運営管理の一委員会として位置付け
られ、ハラスメント防止部会及び個人情報保護部会の二部会でスタートした。委員は各学部学科か
ら教員 8 名、職員は学生課・教務課、情報センター、入試広報室、キャリアセンターの各部署から
11名の総勢19名という多人数からなる委員組織となった。年度当初の会議で、前年度からの引き継
ぎ案件の説明を PDCA サイクルの確認を通して振り返り、今年度委員会職務の共有をした。その後、
19名の委員それぞれがハラスメント防止部会、個人情報保護部会の二部会を分担して担うこととし、
委員会全体を機能させていくこととした。
　ハラスメント防止部会は、前年度までの活動を継続しハラスメントを抑止するための活動を継続
するとともに、相談窓口を明確にして継続して迅速な対応を継続すること。個人情報保護部会は、
前年度より懸案となっている「松本大学個人情報保護に関する細則」の見直し改訂の作業を進めた。
⑴　人権委員会
1 ）委員会開催
　平成26年 4 月18日（金）
　　⑴委員会運営について職務分担の代表者を確認した
　　　・人権委員会委員長　犬飼
　　　・ハラスメント部会長　犬飼
　　　・個人情報保護部会長　田中（浩）
　　⑵平成26年度活動目標を設定した
　　　①ハラスメント相談対応スキルの学びあいと共有
　　　②相談窓口の電話受付の移動開設（総務課に設置）
　　　③「ハラスメントの防止対策に係るガイドライン」について現状との整合性の確認
　　　④教職員向けの研修の講師・内容の検討と研修参加への呼びかけ
　　平成26年 5 月30日（金） 9 ：00〜10：00
　　　⑴「松本大学個人情報保護規定」の見直しについて検討した
　　　⑵人権委員会年間計画を決めた
　　平成26年 7 月 4 日（金） 9 ：00〜10：00
　　　⑴委員会の在り方について検討及び承認された
　　　　・犬飼ハラスメント部会長他10名
　　　　・田中（浩）個人情報保護部会長他 7 名
　　　　・人権委員会（部会合同）は、年 2 回開催とする
　　　⑵人権保護（管理者向け）研修会の 9 月実施を決定した
　　　　・講師に高野尾三穂弁護士を選出した
　　　⑶大学祭に向け、人権問題対策標語を募集することが承認された
　　平成27年 1 月23日（金） 9 ：00〜10：00
　　　⑴人権問題研修開催について
　　　⑵25年度自己点検評価に沿って、26年度活動のふりかえり
　　平成27年 2 月17日（月） 9 ：00〜10：00
　　　⑴26年度活動評価
　　　⑵27年度人権委員会の活動について
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　　　⑶新入生向けのパンフレットの配布について
2 ）人権委員会　事業・活動
　　平成26年 4 月　相談電話の設置個所を変更
　　平成26年 5 月　新入生への「ハラスメント防止パンフレット」の全配布
　　平成26年 9 月17日（水）17：30〜
　　　・人権研修：テーマ「大学という特殊な人間関係に起こるハラスメント防止対策」
　　ハラスメント防止研修（管理職教職員）
　　　・会　場　：大会議室
　　　・講　師　：弁護士　高野尾三穂　氏（本学リーガルアドバイザー）
　　　・対象者　：管理職・人権委員会委員・教授職希望者
　　平成27年 2 月 4 日（水）10：30〜12：00
　　　・人権研修：テーマ「そもそも人間って何？」（教職員対象）
　　　・講　師：福島大学うつくしまふくしま未来支援センター
　　特任准教授　天野和彦　氏
　　　・対象者：松本大学　教職員（嘱託職員含む）
　　平成27年 2 月
　　　・ 3 学部教授会・職員会での「人権研修終了後アンケート集計結果」の報告
　　　・平成26年度内ハラスメント相談件数の報告
⑵　個人情報保護部会
1 ）部会開催
　　平成26年 7 月23日（水）15：30〜16：20
　　　・「松本大学個人情報保護に関する細則」改定案について
　　　・前年度持越し案件について見直しと確認
　　平成10月23日（火）15：10〜
　　　・「松本大学個人情報保護に関する細則」改定案について
　　　・細則改訂案の作成、弁護士相談調整後に全学協議会会議への上申
　　平成27年 1 月28日（水）
　　　全学協議会会議にて「松本大学個人情報保護に関する細則」改定案承認
⑶　ハラスメント防止部会
1 ）部会開催
　平成26年 8 月29日（金）
　　⑴研修会開催の企画
　　・開催日： 9 月17日（水）17：00〜
　　・会　場：大会議室
　　・講　師：高野尾弁護士
　　・対象者：管理職・人権委員会委員・教授職希望者
　　⑵犬飼委員長より「キャンパスハラスメント防止セミナー」出張研修報告
　　⑶大学祭「ハラスメント標語募集」について実施確認
　平成26年10月31日（金）
　　⑴大学祭に実施した「ハラスメント標語」の優秀作決定と表彰について
　平成26年12月19日（金）
　　⑴ハラスメント防止研修会について検討
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　　・開催日：2015年 2 月18日（水）または 2 月25日（水）
　　・講　師：福島大学天野和彦准教授
　平成27年 1 月23日（金）
　　⑴人権問題研修会について（決定事項の確認）
　　・開催日：2015年 2 月 4 日（水）に決定
　　・講　師：福島大学天野和彦准教授
　　・対象者：教委職員
　　⑵26年度の「自己点検・評価報告書」について
2 ）部会事業・活動
　平成26年10月 3 日（金）〜10月18日（日）
　　⑴大学祭でのハラスメント防止標語の募集開始
　　⑵大学祭標語展示会場設営、標語コンテスト応募
　平成26年11月13日（木）13：00〜
　　防止標語コンテスト結果、得票数上位作品の表彰
　平成26年 2 月 6 日（金）
　　人権研修後のアンケート実施とまとめ
3 ）ハラスメント相談
　平成26年10月〜　相談窓口メールアドレスへの相談　 2 件と即時対応
⑷　その他
　平成26年 8 月 6 日（水）
　　　「キャンパスにおけるハラスメント防止セミナー」研修参加（委員長）
 21世紀職業財団主催
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3 ．地域総合研究センター
⑴　センター運営委員会の構成　14名
　運営委員長　 1 名（総合経営学部長）
　運営委員　教員　 9 名（大学院 1 名、総合経営学部 2 名、人間健康学部 3 名、短期大学部 3 名）
　外部研究員　 2 名
　事務局　　　 2 名
⑵　会議の実施状況
　センター運営会議　 3 回　 5 /28（水）　 7 /23（水）　 1 /28（水）
⑶　活動報告
1 ）地域との連携事業
　①松本市との提携活動（継続事業）
　　 a ）松本市地域づくり研究連絡会
　　　　担当：総合経営学部総合経営学科　木村晴壽教授
　　　　　　　総合経営学部観光ホスピタリティ学科　白戸　洋教授
　　 b ）観光ホスピタリティカレッジ企画・運営（事務局業務）
　　　・申し込み受付　10月27日（月）〜11月17日（月）
　　　・開講日・参加者（全 9 講座）
　　　　　第 1 講：11/20（木） 参加人数：34名（社会人33名、学生 1 名）
　　　　　第 2 講：11/27（木） 参加人数：32名（社会人31名、学生 1 名）
　　　　　第 3 講：12/ 4 （木） 参加人数：30名（社会人29名、学生 1 名）
　　　　　第 4 講：12/11（木） 参加人数：32名（社会人31名、学生 1 名）
　　　　　第 5 講： 1 / 9 （金） 参加人数：32名（社会人31名、学生 1 名）
　　　　　第 6 講： 1 /15（木） 参加人数：15名（社会人15名）
　　　　　第 7 講： 1 /29（木） 参加人数：24名（社会人24名）
　　　　　第 8 講： 2 /12（木） 参加人数：18名（社会人18名）
　　　　　第 9 講： 2 /19（木） 参加人数：24名（社会人24名）
　②受託事業窓口業務
　　 a ）平成26年度「松川村観光振興支援業務」
　　　　受託先機関：松川村／担当：総合経営学部観光ホスピタリティ学科　山根宏文教授
　　 b ）平成26年度「きらり健康塾」
　　　　受託先機関：大町市、松川村、㈶公園緑地管理財団アルプスあづみの公園管理センター
　　　　担当：人間健康学部スポーツ健康学科　田邉愛子専任講師
　　 c ）「えんえん」の業態の研究開発
　　　　受託先機関：美勢商事株式会社／担当：人間健康学部健康栄養学科　矢内和博専任講師
　　 d ）平成26年度「池田町観光振興支援業務」
　　　　受託先機関：池田町観光推進本部
　　　　担当：総合経営学部観光ホスピタリティ学科　山根宏文教授
　　 e ）「運動能力向上プログラム」指導・研究協力
　　　　受託先機関： 箕輪町立箕輪中部小学校
　　　　担当：人間健康学部スポーツ健康学科　岩間英明准教授
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　　 f ）平成26年度「キラリ☆アクア健康教室」
　　　　受託先機関：筑北村／担当：人間健康学部スポーツ健康学科　根本賢一教授
　　 g ）安曇野市産食材を使用したお弁当の開発
　　　　受託先機関：長野県農政部／担当：人間健康学部健康栄養学科　矢内和博専任講師
　　 h ）安曇野産リンゴアイス「安曇野丸ごとりんごシャーベット」の開発
　　　　受託先機関：有限会社北アルプス牧場
　　　　担当：人間健康学部健康栄養学科　矢内和博専任講師
　　 i ）焙煎そば粉を使用したバウムクーヘンの開発
　　　　受託先機関：株式会社まるたか・有限会社あづみ野食品
　　　　担当：人間健康学部健康栄養学科　矢内和博専任講師
　　 j ）生坂村連携・協力協定による活動
　　　　・生坂中 1 年生対象の体力調査、運動指導
　　　　　担当：人間健康学部スポーツ健康学科　岩間英明准教授
　　　　・生坂村運動教室
　　　　　担当：人間健康学部スポーツ健康学科　田邉愛子専任講師
　　　　・域学連携活動「こたろう大学　『生坂あそび隊』」
　　　　　担当：人間健康学部スポーツ健康学科　犬飼己紀子教授
　　　　・田んぼの楽校（全14回）・児童館運動遊び支援（全11回）
　　　　　担当：人間健康学部スポーツ健康学科　中島弘毅教授
　　　　・生坂村通学合宿における食育活動
　　　　　担当：人間健康学部健康栄養学科　廣田直子教授
　　　　・加藤正治調査顕彰事業
　　　　　担当：総合経営学部観光ホスピタリティ学科　増尾　均教授
　　　　・生坂大好き塾
　　　　　担当：総合経営学部観光ホスピタリティ学科　白戸　洋教授
2 ）松本大学東日本大震災災害支援プロジェクト活動支援業務（運営管理と会計処理）
　（文部科学省「平成26年度緊急スクールカウンセラー等派遣事業」）
　大街道小学校児童・保護者・教職員に対するウンセリング及び児童への学習支援活動
　　・カウンセリング　11回（ 4 月〜 3 月）
　　・学習支援　　　　15回（ 5 月〜 3 月）　参加学生数延べ88名・教職員延べ11名
　　　参加児童数延べ　 1 年生250名　 2 年生97名　 3 年生122名　 4 年生279名
 　　　　 5 年生156名　 6 年生 3 名　（合計　907名）
3 ）『地域総合研究第15号』発刊
　　Part 1 （ 9 月30日）
　　Part 2 （11月30日）
4 ）外部研究員 2 名の活動
　　①中野和朗　キャリアスクール　テーマ「ファウスト」　 3 回実施
　　②建石繁明　新聞等への投稿活動
5 ）その他
　　・講演会、シンポジウム、フォーラム等のバックアップ
　　・松本大学創立10周年記念・短期大学部創立60周年記念事業
　　　書籍「松本大学の挑戦－開学から10年の歩み―」発刊バックアップ
